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エッセイ

林 望「舞台で歌うということ」
Illustration / Asuka Kitahara

　生来の恥ずかしがりで、少年時代から

私は人前で歌を歌ったりすることを大の

苦手としていた。

　それが、大学時代に能を学び初め、謡や

小鼓、仕舞などを学んで、やがて地謡方と

して舞台を勤めるようになると、さあ、人

前で謡うということが俄然面白くもなり、

また恥ずかしくもなくなった。きちんと

師匠について基礎から稽古を積んで舞台

にあがれば、人前で謡うことは決して恥

ずかしくないということを知ったのだ。 

　しかし、昔から純粋に聴いて愉しんで

きたのは西洋声楽で、機会あらば是非師

匠について学んでみたいと思っていた。

そこへ東京芸大音楽学部教官にならない

か、という話が降って湧いたのは、なん

という天の恵みであったろう。さっそく

声楽の基礎から習い初めて、コンコーネ、

イタリア古典歌曲、それからソルフェー

ジュ、楽典等々プロに師事して勉強し、

数年後には、芸大や国立音大出の声楽家

たちと重唱団を結成して、各地で舞台を勤

めるようになった。The Golden Slumbers

という日本歌曲や英国歌曲を歌う混声重

唱団、さらには英語重唱曲に特化した重

唱林組という混声四重唱団、この二つの

グループを主宰しつつ、プロの声楽家た

ちと一緒に多くの舞台を勤めたことは、

どれほど勉強になったか分からない。百

回の稽古より一回の本番と言う通りだ。

　今は、バリトン独唱でも折々舞台に立

つが、その快愉はなにものにも代え難い。 

　書斎に篭城して著作に励む日常のなか

で、暇さえあれば歌の練習に励み、時に

舞台に出て真剣勝負で歌う。私はプロで

はないけれど、お客さまに聞いて頂く以

上、演奏は一定のレベルに達していなく

ては話になるまい。入場料を頂いて舞台

で歌うということは、すなわち「仕事」

なのであって、いい加減な演奏は決して

許されない。そうして、全力で本番を終

えたあとの爽快な達成感、これこそは実

演芸能の醍醐味なのだと、つくづく痛感

する毎日である。
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要潤さんサイン入り DVD 「タイムスクープハン
ターシーズン5 全4枚セット」 3名様

昨年春～夏に放送されたドラマを全14回分収録した
DVD。未公開映像などの特典もたっぷり入っています。
放送中のシーズン6とあわせてお楽しみください！

壮一帆さんサイン入り 宝塚歌劇 雪組公演 
『Shall we ダンス?／ CONGRATULATIONS 
宝塚!!』 プログラム 3名様

2014/1/2～2/9に東京宝塚劇場で行われた公演のプ
ログラム。オールカラーで写真も満載です。ごく普通の
サラリーマンを演じた壮さんを、本誌の特集トップを
飾ったフェルゼンと見比べてみては？
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歴史的音源のデジタルアーカイブが視聴できます
　1900年代の初めに使われていたSP盤のレコード、このデジタルアーカイブ化が進めら
れ、2013年までに48,700点が国立国会図書館に納品されました。現在、インターネットサイ
ト「歴史的音源（れきおん）」（http://rekion.dl.ndl.go.jp/）では1,090点が視聴でき、国会
図書館や全国で配信提供に参加している公立図書館でも47,642点が視聴できます。貴重

な戦時録音資料や明治期に流行した小唄や端唄など、当時の様子が味わえます。
（この事業は、NHK、JASRAC、芸団協、日本伝統文化振興財団、映像産業振興機構、日本レコード協会によって実施されました。）

第3号読者プレゼント 日本舞踊協会公演が開催されました
　2月14日～16日の3日間、日本舞踊協会公演が国立劇場にて開催されました。記録的な
大雪が降った日、初めて日本舞踊を観たという読者の方の感想をご紹介します。
「まず、国立劇場の外の回廊を歩いたとき、雪景色と提灯の明かりでここが東京なのかわ
からない感動を感じました。そして、劇場の照明や落ち着いた雰囲気、いらしてるお客様の
独特なご様子など、普段大学生をしてる身にすごく新鮮な体験でした。
　そして、公演。正直全くの初心者なのでわからない部分が多かったのですが、舞台の上
で現在進行形で踊っている方や歌っている方がいて、それを観ることで共有することに強
い感動を抱きました。また、オレンジと水色の照明がとても綺麗な色の組み合わせでした。
　舞台を観に行くという行為は、その公演だけでなく会場へ行く道程や天候、自分の感情
の起伏を全てを総括した体験なのだと感じ、そうした機会を与えてくださったSANZUI様に
感動致しました」（20代・学生）

PICK  UP

「思い立ったらすぐ観たい！」あなたに ～宝塚の当日券購入ガイド～

　今回特集のトップを飾った宝塚。興味は沸いたけど、チケットを取るとなると面倒くさそ
う……という方も多いのでは？ 宝塚のチケットを取る方法には、宝塚歌劇オンラインチケッ
ト、各種プレイガイド、劇場窓口の前売のほか、当日券もあります。宝塚歌劇のホームペー
ジ〈トップページ〉→観てみたい演目の「公演詳細」ページ→左上のメニューの「当日券情
報」で、席種別の当日券の有無、販売開始時刻が確認できます。宝塚大劇場と東京宝塚劇
場では、前売が完売している場合、2階席の一番後ろの「当日B席」、座席券の完売後には、
立見券が発売されます。詳しくは各劇場までお問い合わせください（宝塚大劇場：
0570-00-5100、東京宝塚劇場：03-5251-2001）。
　屋外で長時間並ぶこともあるので、暑さ、寒さの対策は万全に！ 公演によっては高倍率
になることもありますが、何気ない思いつきが、一生の出会いになるかもしれません。

　最近、鏡を見なくなった。

　子どもの頃には、忍者の真似事が日々の勤めで、小学校6年位

までチャンバラをやっていた。風呂敷で顔を覆い、ビールや空

き缶のふたで手裏剣を作り、小屋の板戸に投げては嬉しがって

いた。長押に足を掛け、息をひそめ壁にへばりついては、忍者

に成り切ったつもりだった。背中には刀のつもりの竹の物指し。

　昔、見終っても立てない程に体がふるえ、涙がとまらない、

魂がゆさぶられ浄化されたような舞台に出会ったことがある。

そんな舞台を演じる人たち、がいる社会、に生きる自分。鏡に

写る自分を見つめ、己れへ、そろそろ変身してみるか、と問う

てみよう。（俊）
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芸団協・実演家著作隣接権センター（CPRA）とは

CPRAは実演家の権利処理業務を適正に行うための専門機関と

して、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会（芸団協）と関係

団体の協力により1993年に発足しました。レコードやCDを放送

で使ったり、レンタルしたり、テレビ番組をDVD化するとき等の権

利処理と使用料等の徴収を行い、委任権利者に分配しています。

それに留まらず、広く実演芸術の円滑な流通と権利の擁護を目

的として幅広い活動を展開しています。詳しくはホームページを

ご覧下さい。　http://www.cpra.jp

【お詫びと訂正】
前号「SANZUI vol.03_2014 winter」でご紹介した公演名に誤りがあり
ました。正しくは以下の通りです。

21ページ「アートディレクターの眼」
（誤）劇団山の手事情社『ドン・ジョアン』
（正）劇団山の手事情社『ドン・ジュアン』

読者および関係者のみなさまにご迷惑をお掛けしましたことをお詫びすると
ともに、ここに訂正いたします。 ※ウェブサイトには修正版を掲載しております。
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